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１． 「じしん」ってなぜおこるの？ 

わたしたちがすんでいる地球は、生きています。 

地面、海、山、みえているところだけでなく、もっとふかいところで、それらはつながっ

ていて、少しずつうごいています。じめんはうごきながら、おしたり、おされたりをくり

かえし、がまんできなくなったとき、じしんがおこります。 

２． 「じしん」はいつおこるの？ 

いまのところ、じしんが、いつおこるかを、よそうすることはできません。 

３． 「じしん」がおこったらどうすればいいの？ 

まずは、じぶんのいのちをまもりましょう 

あたまをまもり、ダンゴムシのポーズでゆれがおさまるまでじっとしていましょう 

４． 「ぼうさい」ってなに？ 

じしんがおこった時に、こまることがないように、じゅんびしておくことをぼうさいとい

います。 

５． 「ぼうさい」っておとながすること？ 

もちろん、おとなたちは、いざというときにこまらないように、いろんなことをじゅんび

しています。でも子どもができるぼうさいもあります 

６． こどもができる「ぼうさい」 

おとなといっしょのときにじしんがくるとはかぎりません。じぶんで、

かんがえ、じぶんでなんとかする力をつけておくことが、たいせつで

す。 

がっこうでのべんきょう、せいかつのなかで、いきる力をつけましょう。 

それが、こどもができる、こどもがやらないといけないぼうさいです。 

 

ぼうさいゲーム（なまずの学校） 

 

このゲームは、さいがいがおこったとき、こまったことがおこったとき、

なにをつかって、なにをするといいのかを、じぶんでかんがえてみるゲームです。 

いくらじゅんびをしていても、さいがいがおこったとき、そのとおりできるかどうかわか

りません。でも、なんとかしなくてはいけないことがおこります。 

ゲームをとおして、じぶんたちで、なんとかするほうほうをかんがえてみましょう。 

そして、それが、いきる力につながってくれればうれしいです。 


